	運営規程の記載例
	作成に当たっての留意事項　及び関係基準

	（職員の職種、員数及び職務の内容）

第４条　事業所における職員の職種、員数及び職務の内容は、次のとおりとする。ただし、基準を下回らないように配置する。
（１）管理者　１人
管理者は、従業者及び業務の管理その他の管理を、一元的に行う。また、従業者に、高崎市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例を遵守させるために必要な指揮命令を行う。
（２）児童発達支援管理責任者　１人以上
　　　児童発達支援管理責任者は、アセスメント及び支援内容の検討結果に基づき、通所給付決定保護者及び障害児の生活に対する意向、障害児に対する総合的な支援目標及びその達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、サービスを提供する上での留意事項等を記載した児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）を作成する。計画の作成にあたっては、通所給付決定保護者及び障害児に対し、当該計画について説明し、文書により同意を得て、作成した計画を交付する。

計画の作成後は、計画の実施状況の把握を行うとともに、障害児について解決すべき課題を把握し、少なくとも６月に１回以上、計画の見直しを行い、必要に応じて計画の変更を行う。
上記の業務のほか、他の従業者に対する技術指導及び助言、障害児又はその家族に対する相談及び援助を行う。
（３）児童指導員又は保育士　１人以上（サービス提供時間帯を通じて１人以上）
児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）に基づき、障害児に対し適切な指導等を行う。
（４）看護職員　１人以上（サービス提供時間帯を通じて１人以上）
児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）に基づき、障害児に対し適切な看護を行う。
（５）機能訓練担当職員　１人以上（機能訓練を行わない時間帯については配置しない場合がある）
児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）に基づき、障害児に対し適切な訓練等を行う。
（６）嘱託医　１人以上

	※重心対象の児童発達支援（センター除く）、重心対象の放課後等デイサービスの人員配置の部分の作成例です。
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